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市販ガス吸着剤と麻酔剤の併用による錦鯉輸送コストの削減  

［要約］溶存炭酸ガス量の増加が輸送中の錦鯉の健康状態に悪影響を与える。  
市販のガス吸着剤と麻酔剤を併用することで、一箱あたりの収容量を 2.5～５割（4kg/15L 
→5～6kg/15L）増やせ、水量を２割削減（4kg/15L→4～5kg/12L）できること確認した。  
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［背景・ねらい］  

錦鯉は生産量の約８割が輸出されているが、国内外への錦鯉の輸送は水と共に梱包する

必要があるため、水量分の重量増による多額の輸送コストがかかるほか、活魚をポリ袋に

密閉する輸送形態から輸送時間にも制限がある。これら輸送環境の改善を図ることにより、

錦鯉の輸出振興と生産者の錦鯉養殖業の所得向上を図る。  
 
［内容］  
１ 溶存酸素が多くても、溶存炭酸ガス濃度が 280 ㎎/L を超えると不調魚が増加すること

から、溶存炭酸ガス濃度が鯉の健康状態に与える影響が大きいことが推察された（図１）。 
２ 市販ガス吸着剤（アルフィッシュ®-L, 三菱ガス化学トレーディング(株)）及び麻酔剤

（2-フェノキシエタノール※1）の併用により、溶存酸素量を保ちつつ溶存炭酸ガス量の

増加を抑え（図２）、一箱あたりの収容量を 2.5～５割増加※2 できる（表１）。  
３ ２の手法により、同梱水量を２割削減※2 することができる（表２）。  
 
［導入効果］  
 一箱あたりの輸送重量の増加（又は水量の削減）により輸送コストが削減されることか

ら、輸送コストを負担するバイヤーの手持ち資金に余裕が生まれ、購入増が期待される。

また、生産と輸出を行っている業者にあっては経費の削減につながる。  
 
［導入対象］  
 県内輸出錦鯉生産者（技術の利用は県内輸出業者を通じて行う。）  
 
［留意点］  
１ 使用量については、内水面水産試験場に問合せのこと。  
２ すべてのサイズに適用されるものでなく（特に全長 10cm 程度の小型魚や大型魚）、魚 

の飼育状況や梱包水の水質によっても異なるため、留意が必要。オランダ向け輸出業者 
による実証試験では、当歳～３歳魚の様々な出荷形態（654 箱）において、到着時死亡  
等の事故はなかった。  



［具体的データ］  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　表１　ガス吸着剤・麻酔剤併用による収容量の増加効果　

輸送
条件

試験区

梱包
魚体
重量
（kg）

水量
（L）

麻酔
尾数
（尾）

梱包
時間

(時間)
死亡

4kgガス吸着剤のみ（対照区） 4 15 なし 13 なし

5kgガス吸着剤・麻酔剤併用 5.1 15 あり 16 なし

5kgガス吸着剤・麻酔剤併用 5 15 あり 15 なし

6kgガス吸着剤・麻酔剤併用 6.01 15 あり 19 なし

6kgガス吸着剤・麻酔剤併用 6.04 15 あり 20 なし

4kgガス吸着剤のみ（対照区） 4 15 なし 100 なし

5kgガス吸着剤・麻酔剤併用 5 15 あり 122 なし

5kgガス吸着剤・麻酔剤併用 5 15 あり 125 なし

6kgガス吸着剤・麻酔剤併用 6 20 あり 142 なし

　*1 国内陸送１：群馬県嬬恋村（標高1800m）、海外輸出：ベルギー
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　表２　ガス吸着剤・麻酔剤併用による梱包水量の削減効果　

輸送
条件

試験区

梱包
魚体
重量
（kg）

水量
（L）

麻酔
尾数
（尾）

梱包
時間
(時間)

死亡

小（全長99.5mm 体重14.0g） 4 12 あり 221 なし

中（全長145.5mm 体重47.5g） 5 13.5 あり 114 なし

中（全長145.5mm 体重47.5g） 5 12 あり 116 なし

大（全長169.3mm 体重73.0g） 5 13.5 あり 63 なし

大（全長169.3mm 体重73.0g） 5 12 あり 68 なし

　*1 国内陸送２：県内（新潟市往復）

　*2 すべての試験区でガス吸着剤・麻酔剤併用
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［その他］  

研究課題名：錦鯉輸出支援技術開発事業  
予 算 区 分：県単政策（経常）  
研 究 期 間：平成 30～令和２年度  
発表論文等：ニシキゴイ輸送時の袋内の環境について  
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図１ 溶存炭酸ガス量と不調魚の割合
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図２ 溶存炭酸ガス量の減少効果

各 5kg/15L 


